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農地貸借と生産性

• 貸借によって，生産性の高い農家に農地が
移動するのはよいとしても，その土地の生産
性は自作する場合より生産性が下がるので
はないか？

• 貸借契約形態によって小作農に与えるインセ
ンティブが異なる：

– 努力，投入（労働力，肥料，etc）
– 投資
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メニュー

• 農地貸借契約と生産性の理論

– マーシャルの非効率性

– リスクとインセンティブ

• 実証：刈分小作は非効率的か？

– Jacoby and Mansuri (2009 JDE)

• 日本の事例

– Arimoto (2005 JDE), Arimoto et al (2010 DE)
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農地貸借契約と生産性

• 農地貸借契約の形態

– 定額 vs. 刈分（分益）

– 前払い vs. 後払い

– 現物 vs. 現金

– 種子・肥料等の供与，指導・監視の有無

• 古くからの議論：

– 刈分小作は定額小作よりも非効率的？

– ∵刈分は小作農の増産意欲を阻害
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定額 vs. 減免 vs. 刈分
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マーシャルの非効率性
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マーシャルの非効率性

• 最大化問題：


– 自作の場合：

• ᇱሺ݁ሻݕ െ 1 ൌ 0	
– 定額の場合：

• ᇱሺ݁ሻݕ െ 1 ൌ 0
– 刈分の場合：

• ᇱݕߚ ݁ െ 1 ൌ 0

∴ ௪ ௫ ௦
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リスクとインセンティブ

• 生産量： , 
• 小作農の取り分：

• 小作農の期待効用：

• ܿ ݁ ൌ మ

ଶ
, ݑ	 ݓ െ ܿ ܽ ൌ െexp െݎ ݓ െ ܿ ܽ とおくと

ଶ
ଶ ଶ

– 最適な݁:  ߚ െ ܿ݁ ൌ 0の解  ݁∗ ߚ ൌ ఉ
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リスクとインセンティブ

• 地主の取り分：

• 地主の最大化問題
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• (IR)が0でbind，(IC)を使って簡単化すると
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ଶ

ଶ ଶ
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リスクとインセンティブ

• మ

ଶ
ଵ
ଶ

ଶ ଶ

• F.O.C:  ଶ ଶ

• よって
∗ ଵ

 ଵାఙమ
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–
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含意

• ∗ ଵ
 ଵାఙమ

,    ∗ ଵ
ଵାఙమ

• リスク回避的なら刈分（的）に

– なら ∗ ， なら ∗ （定額）

• 小作人が自作する場合よりも努力は過少

– 自作する場合：
మ

ଶ
ଵ
ଶ

ଶ ଶ


ୣ

మ

ଶ
ଵ
ଶ

ଶ ௪ ଵ


– なら ∗ ௪
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Jacoby and Mansuri (2009 JDE)

• 刈分は非効率？既存の実証結果は混在

• 地主の監視に注目

• パキスタン，家計レベル，（一部）2期パネル

– IFPRI‐93: 4 districts 52村
– PRHS‐01: 17 districts 150村

• 特徴

– 耕地ごとのデータ

– 自小作農を含む

– 地主による監視の情報
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推計

• 推計式：  
ᇱ
  

– : 耕作者， : 耕地

• 内生性の懸念

– 生産性：自作農＞小作農 （   ）

• 自小作農の自作地と小作地を比較

– 劣等地が貸出に回る （   ）

•  を過少推定ߛ
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T2: 刈分の非効率性？
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地主が監視しやすい



T2: 刈分の非効率性？

同一家計内の自作地と刈分小作地で比較した
場合・・・

• 刈分小作地の反収が自作地に比べて低いと
は言えない

• 刈分小作地への労働投入が自作地に比べて
低いとも言えない

なぜか？地主が監視している？
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地主による監視

• “how many times did the landlord meet with 
you to discuss or supervise your activities on 
this plot”
– Less than 4%: “never”
– One‐half : more than 30 meetings
– One‐half: at least 90 meetings

17



推計

• 推計式：

–    
ᇱ
  

– : “Supervise”されたと判定するmeeting回数

– Hansen (1999) threshold regression modelで推計

– と推定された

– （※ただし，  は地主レベル．地主の特
性と監視強度を完全には識別できない）
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T3: 監視と刈分小作地の反収
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結論

• 同一家計の自作地と刈分小作地で比較

• 刈分小作地の反収も，刈分小作地への労働
投入も，自作地に比べて低いとは言えない

• ただし監視無しの刈小作地の反収は2割低い

• 刈分小作の下でも生産性は低くないが，その
裏には膨大な監視費用がかかっている
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日本の事例

• 戦前は農地貸借が極めて盛ん

– 農地の45%，農家の7割が貸借

– 農地貸借の拡大に関わらず反収は上昇

• 小作契約形態：

– 現物，後払い，減免つき定額（量）契約

• なぜ減免？減免効率性（Arimoto 2005）
– インセンティブ： 定額＞減免＞刈分

– リスク分散： 刈分＞減免＞定額
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減免契約と取引費用
(Arimoto et al, 2010)

• 減免契約は日本以外ではまれ．なぜか？

• 取引費用がかかる

– 減免＝今期の収量が平年作より %低かった場
合に限り，小作料を減額

– 収量の推定（検見・坪刈）の合意

– 「平年作」に関する合意

– 減免幅の交渉

• 共同体が取引費用を削減

– 村レベルの検見委員会，中立的第三者の仲介
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東北地方太平洋側では
刈分もあった

• リスク分散のため

• 減免にかかる取引費用を省くため

– 減免：（不作年） 検見・交渉のコスト

– 刈分：（毎年） 収穫に立ち会いのコスト
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刈分の取引費用

減免の期待取引費用刈分減免
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岩手県の刈分小作の分布
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岩手県の刈分小作の分布

25



26



農地貸借と生産性

• 問：農地が自作から小作に変わると生産性が
下がるか？

– 刈分，減免なら下がる可能性あり

– ただし，その程度は 刈分＞減免

• 府県パネル：45府県×23年（1915～1927）
• 推計式：

௧  ଵ ௧ ଶ ௧   ௧ ௧
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• 農地貸借が進むと生産性が下がる

– ただし，刈分小作県のみ

• 減免契約が主であったことが，農地貸借によ
る生産性の大幅な低下を抑止した可能性
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戦後

• 農地改革により自作化

– 1950年代に大幅な反収増

• 品種改良や土地改良の影響との切り分け必要

• 農地流動化は停滞

– 強い農地規制：借り手の権利保護

• 利用権による流動化（ある種の定期借地権）

– 転用期待による農地保有動機

• 現在：貸借よりも農作業受依託が展開
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制度分析についてのヒント

• ゴールは何か？

– 既存の（一般的な）理論の検証

• 検証のための事例として特定の制度を取り上げる

– 制度そのものの理解
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制度分析についてのヒント

• 一般的な理論はあくまで出発点

– コンセプトの理解，整理

– 現実の制度には，一般的なモデルとはそぐわな
い部分が多数ある

• 目的関数が異なる，制約が異なる，etc
カスタマイゼーション，チューニングが必要

• まず制度や文脈をよく理解すること

– よい操作変数の発見に繋がるかもしれない

• 例）果樹園の貸借契約選択（桂，2002）
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